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太陽系の起源を解1IJ1することをめざして私が現

白一行っている併究の一つは太陽系 riij版物質を明ら

かにすることです。ひと目的までは太陽系ができ

た時には以伎が高くなってすべてのものが一度ぷ

発したために太陽系の材料になった[，';1体物質(太

陽系前版物質)について)，，1 ることはほとんど不可

能だと考えられていました。実際. 多くの ~nイ l の

年代が45-46f.t!年であるという 'Wえはそのときに

也伎が上がって.いろいろな物質の中の Sr.Pbな

どいろいろなπ素の|百]f立体比が一様になったため

と与一えられます。しかしある憾のえぷのlii]f立体比

を詳しく ~Otjべてみると各怖の [Ill石 tll ll:に，あるい

は一つの [Inれの'I'でも \'i]f!1 休比が )'6 なっている WI]

が比つかってきました。このような同付.体比の民

東京大学理学部杉浦直治

常のI~U刈は太陽系，ijj版物質が凶行'I'に生き残って

いるためc と与えられます。同{立体Itの異常が見

られる JC素は. 主として般素.希ガス司炭素，宅

ぶなどです。向差点はシリケー卜の主成分であり r~

Jilllに加熱された太防糸 1向島区物質が完全に蒸発しな

かったためにその\，;]f立体比が一線化きれなかった

と弔えられます。ー }j希ガス J.文止;.2E， J; などは

太陽系Iλj でできた間体(す主わち~nイ iの大郎分)

には取り込まれないので.わずかに'主き残った

(太陽系形成時に加熱されなかった)太陽系，ji)版

物質に入っているこれらのんぷの\，;]f立体比の民治

がそのまま陥れの[，i]f立体比の)'/:: 'Ii:; として iW1 1.i:' され

るわけです。太陽系 'iii版物質は実際にどの係なも

の(鉱物)でできているのかというのがJ.JU，♂の興
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1)亦i直面に沈降するタイムスケーノレすなわち微

惑星の誕生する 7 イムスケールを決める重姿なフ

ァクターであり. 2) 原始太陽系 J{'玄の光学的性

質，ひいては温度柿迭を決めるファクターでもあ

るからです。微粒子の集合体の大きさや構造(フ

ラクタルであると忠われている)を決めるのはそ

れらが衝突したときにくっつく篠半に依存してい

ると忠われます。そこで私たちはこのくっつく係

率を実験的に求める研究を行っています。 191J えば

チェンパー内でマグネシウムを燃焼させると間変化

7グネシウムの微粒子ができます。この微粒子が

くっつきあって成長する様子を光の散乱を使って

調べます。一方で微粒子の衝突する頻度とくっつ

く確率を似定すると理論的に(数値的に)微粒 f

集合体の成長を千百できます。衝突頻度は理論的

に見積もる事ができるので.尖験的に求まる成

長速度と.at!.Ji命的に求まる成長i虫 1支がー欽するよ

うにくっつく確率を決める事ができます。この研

究はまだ始まったばかりであり.いろいろ改善の

余地がありますが.これまでの実験結果では. 100

ミクロンぐらいの大きさになるとくっつく確率は

かなり小さくなるようです。後でみるように.こ

のや L，" i成長過位の結*，化ザ:組成の典なった微惑

星ができる可能性もあるので，組成の巡った微粒子

について実験をする必要があると思っています。

原始太陽系に関する情報は主に m.{j から得られて

います抗われわれの Tーにする限石が太陽系金体を

代表している!!ii:;li£はありません。 ~fl 石が小 f$ !J~帯

のよ式料である事はあそらく間違いないと忠われま

味の焦収です。すでにダイアモンド. SiC. グラ

ファイトなどが太陽系前駆物質として同定されて

います。これらの鉱物は化学的に JI~'lt:l' に安定であ

り限石の 99% 以上を般で溶かした後に残るので.

1度集しやすく.従って同定しやすかった訳です。

しかしこのほかにも，化学的により不安定な太陽

系前駆物質も沢山あるに違いない，と考えていま

す。私たちは未知の太陽系前駆物質がどんな陥石

にどのくらい存在しているかを調べるために室~

Aひ"希ガスの同位体比の測定をおこなっています。

これまで 20 例余りの陥石を洲定した紡呆，少なく

とも 4 純頬の未知の太陽系出 j駆物質が存イ t すると

考えています。これらの太陽系前自民物質を同定す

るには，それを I農集する必要があり.ダイアモン

ドの同定に 10 年以上かかった事を考えると.その

実現までにはまだ何年もかかると忠われます。し

かしダイアモンドなどやや特殊なものだけでなく

太陽系の材料としての太陽系前駆物質のすべてが

限石中に凡っかりその物性が解れば太陽系の起iJ ~l

に l羽する理解は飛躍的に進歩するはずです。なに

しろこれまでの太陽系起 i匹、論はその材料物質が何

であったかを知らないで論じられてきているので

すから。

さてこのような太陽系的版物質と水:pヘリウ

ムなどのガスからlJj(始太陽系 )T! 芸はできていた訳

です。太陽系前駆物質の多くは太陽系がつくられ

るときに 1m 熱されてその安をかえてしまったわけ

ですが，いずれにしても同体物質は初めは微粒 f

として存在していたはずです。このような微車立 F

が集まって微惑星と呼ばれる小さな天体ができそ

れらが衝突合体していずれ地球のような惑黙が形

成されるわけです。微粉チから{放 eM 止が誕生する

までの過位は理論的にさまざまな研'先が行われて

いて.微粒子はまず太陽系の赤道面に沈降して.

そこで重力不安定を起こして一気に微 e~ lP. を形成

すると巧えられています。現イ正一需よく解ってい

ないと思われるのは微料子が亦道而に沈降するま

での i品位です。 1数料子はお互いに衝突して集令体

をつくるのですがそれがどの様な大きさでどの微

な構造を持っているかが問題になります。これは
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すが.小惑Jl!. ·;w全域を代表している保証もあ I) ま 明するために必要です。しかし各極のコンドライ

せん。というのは小惑尽の反射スペクトルと隙石 トの化学組成は全〈ランダムではなくある純の系

の反射スベクトノレの対応が良くないからです。じ 統性が凡られます。これを説明するのが 2 )の分

っさい背通コンドライトと呼ばれるもっとも普遍 日IJ i酎主です。分別h的経がわかるとし寸 'J~はすなわ

的に見られる II員石に対応する小f3 J{はメインベJレ ち太陽系Jl~.~て"どの機な 'I~が起きていたのかがわ

トの小必旦帯には比つかっていません。従って我 かるという');:を意味します。前に述べた微料千が

q の千にする陥イiが太陽系金体て"どの械な位置を 付 rt成長しながら功、道lidに治ちてゆく過似はこの

占めるのか知るために小慾星の傑盆を行う必嬰が ような分目IJ過程のーっと与えられます。いろいろ

あります。小f3 JI1 の探在には他にもいろいろな日 なコンドライトの組成をすべて分自IJ過伎でうまく

的があります。 WI] えば我々の手にする m，Liはどこ 説明できれば良いわけですが. Mg-Siの分自IJの様

かの小惑星上の衝突によって飛び山したかけらが に現作の我qの知識ではうまく説明できないもの

偶然地球に降ってきたものです。このような試料 があリます。その!尿凶の一つは我々の持っている

を使って小惑I員を論じたり，太陽系の起源を論じ コンドライトの極lJiが限られているせいだと考

たりするのは.河原の小引を一つ調べて地球を諭 えています。小!惑星術には何十万個かの小惑星が

ずるようなもので.不可能ではないにしても不十 あるのに我々は 10純矧縦l交のコンドライトしか見

分な情報しか得られないのはいたしかたのないと ていないのです。従って小惑星のサンプjレを持ち

ころです。小!'6h' の探作をしてその柿巡を知リ. 帰ることができればそれが未知の純矧のコンドラ

サンプノレを持ちかえって調べる事ができれば，こ イトである可能'性は非常に大きいのです。このよ

れまでの限必研究で科られた梢鰍の意味するとこ うにして新しい佐知のコンドライトを手にいれる

ろがずっと別館になると期待されます。例えば隙 !れによって，なぜいろいろな極頬の陥石が存イI:す

石"f-:に残された大きな問題の一つになぜいろいろ るのかを.ひいては原始太陽系でどの微なことが

な純U(の(化学組成や同位体比のちがう)コンド 起きていたのかを知ることが小惑星探査の大きな

ライトが存企するのかという問題があります。こ 目標の一つであると巧えています。固体必liの採

の I:丹にたいする答は J，~本的には. 1) 材料物質の 王監は H 本のfd星科学者にとってまだ未経験の分野

ちがいと. 2) 太陽系星雲中の分目IJ i箇彪による. であり多くの人材を必要としています。私も微力

と思われています。 1 )は本文の最初に述べたよ ながら探坐の実現に向けて努力したいと思ってい

うに椴素や窒素の|百l位体l七の述う限必の存在を説 ます。(すぎうら・なおじ)

お知らせ…………………ヲ
*<財)宇宙科学振興会研究助成候補者を募集 川申請者は，個人或いは共同研究の場合はそ

(ωR財tり)寸:'j'街h

のたぴ'次のとおり平成 5 年J皮主の研究H尉助1力'Jf.成武候械補i者 て他の財団のB即助~Jl成求金等を受受Fけていないことを

の募l集長をする。 条件とする。

1.研究助成対象 (2) 申請にあたっては，別紙線式に記入のうえ，

宇宙遊学(地上観測を除<)及び宇宙工学(宇 徒出するものとする。

'出・航空工学を含む)に|刻する独創的・先駆的な石 If (3) 申読書縫出先

究活動を行う若手研究-!ii' (昭和 28 年 4 月 2 1:1以降 干229 神奈川県相模Jji( I\i由!JH.台 3-1-1

生れの者に限る) 宇宙科学研究所内(財)宇宙科学振興会事務局

2.申官官方法: (屯話) 0427ー 51 ー 1126
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3.申輔書受付け期間:

平成 5 年 9 月 1 日一平成 5 年 10月 31 日まで

いI~務局必着のこと)

4.選考方法

事存会において書類選考(必嬰があれば申請者

と面接を行う)のうえ決定する。

5.研究助成金の決定通知

助成対象者への決定通知は，平成 5 年 12月上旬

lこ行う。

6.助成件数及び助成金額 l 件 300)j円

7. 研究の成果及び会計の報告

助成金の受領者には，研究成栄及ひ、会員|につい

ての報告を後日求める。

どーさミ肯平成 5年度第一次大気球実験
問時4引 I (表紙写真撮影杉山吉昭)

臥空耳j 第一次大気球実験は 5 月川より
三陸大気球観測所で行われた。今期lの成*の筆頭

は，気球の歪IJi圭高度の我国の最高記録46km を達成

したことである。自国向 ttのようで恐縮であるが.

この高度は気£j(にとってなまやさしいものではな

い。大気圧は地上の僅か千分のーとなるので，い

かに気球自体を粍量化するかが鍵となる。今但lは，

数年前から開発を進めてきた，超 iilf型フィノレムを

用いた高高度刷会\lまで.主将立を 3 f古の 1 万 5 千立

方メート Jレに大相化して成功させた。表紙の写真が

5 月 24 日に実地された放球時の風対である。大型

気球とはいえ，気球自体が峰< (30kg) かつ俗載

重量も 3 -5kg桜度て。あるので厚必のようにラ

ンチャーを用いず入手のみで手軽に上げることが

できる。したがって，南極のように条件の惑い場

所でも威力を発婦できると巧えられる。

6 月 5 1:1には，硬X 線・ 7線を観測するうill事を

放球した。この気球も高い高度が要求されたため.

容積20万立方メートルという大型気球が使われた。

このサイズは司本俗的科学観点lには初めての通用

であリ.我々にとってやはり新記録である。鋭担IJ

器は，検出性能の点で世界的レベノレにあり司かに

星雲からの信号を高い S/N比で 3 時間にわたり

精密に測定することに成功した。

〈イ寸記〉

(l) ~If'允成果について刊行する場合は.本財[-Ji

の妓助による旨書き添え.その別刷を l 部提出す

ること。

(2) 申消;!}用紙は財同事務局に説ボすること。

なお，提出された申計 i舎は返却しない。

肯シンポジウム

月・惑星シンポジウム

日時平 ill<: 5 年 8 月 4 H( 判-6 日ω

場所 宇宙科'下研究所本館 2 附会議場

問合せ先:宇宙科学研究所研究協力説 i

」ι問手 11m 係

0427(51)3911(内線 2234. 2235)

その他，今回は上層の気象条件の悪さに泣かさ

れた。主lI. illil 器を回収するには 30km 以上の高度て'は

しっかりした酋 ri'l きの風が必袈であるのに.非 ~i;~

に不安定であった。また， IOkm 付涯のジェット 5JL

iJi e も方 li'J と述 l主が不安定であった。両者がともに

良い条件となる場合が少なく.待機しなければな

らない日々が続き.結果として衛星とリンクさせ

て遼距離まで気球をJ1~~~させようとした計画は，

次の笑験 yーズンまで持ち越すことになってしま

った。(主ょ μ信之)

脅 M-V 型用推進薬の燃焼安定性の評価実験

第 1 固

M-V ロケ y トに採用予定の推進薬は第 1 段と 2

段モータには基本成分が末端水般基ポリブタジエン

12 重量%.過 t孟索椴アンモニウム 68 重ilt%. アルミ

ニウム粉 20m 量%からなる BP-204J が予定されて

いる。我々はこの推進薬がモータ作動中に仮にも不

安定燃焼を発生し，開発の進行に凱併をきたさぬ

よう.推進薬パインダ成分に重点をおいて検討を

進めている。この笑験は新しく開発した燃焼面的

の急速拡大法により燃焼娠動を人工的に発生させ.

その消長を解析することによって推進薬の燃焼安

定住を評価するものである。去る 5 月 25 日一 29 日.

世 JOOOmm XLJ065mml享肉モータに， 日本油脂製 B

P-204J(改 J，岩 1M] .VI'藤研で試作した BP-204J相

中品，物性(燃焼性)改良剤，アルミニウムの含

-4-



イT4lと形状. 日f-円高IJ含有 1liなどを異にする推進薬

5{if[と標準推進薬 l 伺を装唱して.合計 6 闘の燃

焼実験を行い，これら総てについて布用なデータ

を得た。今後， BP-204Jの更なる改良明について，

モータ長を 2 i告とし.長さ h向の圧力振動の基本

!剖波数をy2にして ill( 第 2 回の実験を t i"う千定で

ある。(れlill II~)

肯田中教授 日本学士院賞・恩賜賞の受賞

宇'山科学研究所'ド出問研究*，IJ]中 ~ilJ郎教授(企

II同調幣主幹)が rx 線による本II対治的天体の研

究J のご業総により， 6 月 7 A , 日本学 I:院11:'

恩賜貨を受賞されました。相対論的天体とは.自

らの重力で極限まで収納した中性 f.Jj)やプラ， -7

ホールのことで.それらの天体の近傍では重力が

非常に強〈相対論の 537 平が顕著に現れます。この

ような天体にまわりからガスが治ち込むようなこ

とがあると，大 Ht のOfr.力エネルギーが熱にかえら

れて高胤になり X似で光ります。 I~j るい X~ 虫湖、の

多くはそのような天体で， X線天文学の illi 歩と共

にそのような天体の研究が大きく進歩してきまし

た。わが国の X線天文学グループも「はくちょう」

「てんま j ・「ぎんが」・「あすか J といった X線天

文衛星を継続的に持ち.相対論的天体の研究に大

きな貢献をしてきました。なかでも.問中教授は，

これら一連の衛 lUI 函の実施に主導的な役却を果

たしてこられたのみならず rx 線パーストのス

ペクトノレ中の i吸収総」・「ブランクホール候補とい

われる天体のスベクトノレの特徴」・「ブラ y クホー

ノレ候補と考えられるいくつかの X線新民の発見」

等の新しい現象や問題に取り組む際に.つねに.

観iill! やデータ解析の先日員に\i:たれて， 多くの発比

や新しい視慌を導入してこられました。今恒 lの受

賞は.そのような凶中教般の巾越したご見議と指

樽'M:に対して高い J¥i 曲が与えられたものであり.

円削からご指導を町 I' 、てきた店、たち宇宙科学研究

所U. および x fJi!太文''!..f:グループ全 1~ にとっても

たいへんうれしく . :r， 件なことであります。

()I ー上ー)

*高柳和夫名誉教授に紫綬褒章

当研究所名詳教授向柳和犬先生はこの l主.物J1 li

学研究の分野において紫綬褒市を受賞されました。

受賞の理由としては.同([衝突理論の研究やその

下山科'''/などへの ~t: JIl.さらには同分野の研究者

の育成などがあげられておリます。なお. In] 先少

は説イ I:. 2~11 日ー業大 'f' ンステム工 ''-I ・ I~I\ 教授として

こ: i,fi ill.になっておられます。( r!, JII 行和)

*GEOTAIL ワークショップ

6JI8 日 -10 FI の 3 111:11 にわたって GI':OTAIL

ワークショ y プが今年度の屯維凶・般公凶シンポ

ジウムを.litねて|制限された。この日ねは H下年 11 H

のSWG (ScienccWorkingG ，'oup) 会議で決め

られており，その後. 6 月 9 日が阜太下御結婚の

ために休日となったにも件 j らず 3 日!日!とも約 60 名

の参 JIll ~片を得て GEOTAl しの観i11 11結栄に対して活

発な議 Iii曲が行われた。ただ一つ残念だったことは，

ロシアから参加予定だったL. ZcJenyi がピザの許

可が間に合わなくて( 2H 頃から手続きの il'\備を

していたにも拘らず)米日できなくなったことで

ある。しかし.米欧の半安な共同研究fj も J十 12名

米 H して.連日，予定のプログラム終了後午後 9

F
h
u



時過ぎまで相互のデータを突き合わせての!とl 熱し

た議J歯が行われた。磁気閉経部の構造.プラズ7

t庄!fi1J.サプストームに伴う粒子加速，任 Ifll fWJ舷気

|割反界層等.数多くのがf しい観測結栄が報告され

た。むかでも.磁気|到尾古1\ 1,'itc.80Re (Re: 地球半

径)以 I ，離れると.地日仏の中心線 1- でも時々.一

見太陽)<Ii\と考えられる領域が鋭 iillJ され， しかも.

はぽ同時に観測された JEエネノレギーイオンの組成

に地球起源の般素イオンが大苛に存イ十しているこ

とは. このワ -7 シヨ ~7 て横議論された 'I' で1tJ<: L

.m:くべき結果であろう。従米~\々が抱いていた舷

気凶尾郎のイメージからは必定し難いことで.今

後の俄うベ凶研究のホ y トな s活組となるであろ 7 。

3 円 U の午後には H 米介 I ， ;J の SWG 会議がl制かれ.

その夕方の総税会でもまだ興作が続いているとこ

ろで散会となった。( I"J 井手IJ典)

「ょうこう」衛星が見た太陽活動域の膨張

rょうこう」の軟 X 線望遠鏡は.太陽コロナが

明るく椅〈活動域と呼ばれる領域の上去のコロナ

が秒速 IOkm てe膨娠していることを発見した。この

現象は活動 I或上空のプラズ?が屯総力で jljl しt-U さ

iLていると A与えられる。 iMtJllJ止コロナは省 !JE カワム1

いため. もし屯舷 1111泌されたプラズマが惑 ltl ll-l l 空

Illl に J!(んで4えているのなら，太陽 j瓜の無税できな

い ;lnJ 合を占めることになる。 r ょうこう」が発見

した屯磁 J) による j川j主成分は.これまでイ'怨され

ていなかった太陽胤の新たな成分の発見である。

より J下しく調べるため r ょうこう」を太陽から

少し離れた }j l白l に r l']けてみたところ.活動域上空

のコロナの膨張が秒述キ~) JOOkm に 1m 速されて広が

って ~r< 現場が捉えられた(下図)。

おりしも!各県間空間では.フレアを伴わないに

もかかわらず揃った磁場をもっ濃い芸が太陽から

飛んで来ることを r さきがけ」が発見して説明

に F1 しんでいた。われわれは羽 N. これを今回発

比した h可動妓膨張の延長と巧えて調べている。

(内問問)

7- I.L ~Y-19gz 22:01:18lIT 7-IU.Y-199223:38:22lIT 8-IU.Y-19n02:04:06Lrr

•
(

Fillers:Open/AI.l

Exposure:68ams

Resolution:Quarter

riller.:OpenIALI

Expo8ure:588me

ReBoluUon:QU8rter

-6 ー

FIllers:Open/AI.t

[XpOBllreo: 26 日8 m.

Resolutlon:Helf



七夕の予~tmになると話題になる天の川も本物を

よ止る機会がめっきり減ってしまったが，昨年.オ

ーストラリアの気球実験の折に見た天の川には久

しぶりに!感激した。JjJを使った気球主主i卓鋭のテス

トが一段越し，あらためて見上げた受に大を二分

して流れ/品ちる械は壮観であった。

天の川は中国では銀河，西洋ではミルキーウェ

イなどと呼ばれていずれも連続的なものとしてと

らえられてきた。オーストラリア原住民(アポリ

ジニー)は，人や動物は死後尽になって天に卜ーり

それが天の川として見えていると信じているらし

L 、。

天の川が本当に.!itの集団であることはガリレオ

が17 世紀に，発明されて IMI もない望遠鏡を使って

発見している。その後. 19世紀に入ってハーンエ

Jレが昆の個数分布を丹念に調べて.天の川(銀河

系)が{砧-'Ii なレンズ状の構造を持つことを明らか

にした。今では司それが総数約 1 千億個のEーの大

集団であることが分かっている。

きて. !i世後(この言築に!恐懐が1的〈世代も少な

くなってしまったが)電波天文学が華々しく発援

し.中性水素の放射する 21em電波がオーJレト等に

よって発見され.その観測によって銀河系が星間1

芸と呼ばれる希縛( I-IO/ee) なガスて1前たさ

れ.それが渦巻状に広がっていることが明らかに

された。そのfあ観測がミリ 1良部に進んだ結巣司

co分子の出す2.6mm電波の観iWIによって.より宮、

l変の高い (103/cc) の水素分子の主主が銀河中心や

中心から I 万2000光年離れたところにドーナツ状

に集中して分布していることが発見され，銀河系

にはガスの流れが存作することがわかった。

この燥なJii'，問芸.分チ主:は l止の生まれる温床と

なっており，今でも次々と新しい艮( J原始星)が

生まれている。最近の亦外線鋭iWJ では.この僚な

原始星が数多く発見され.星の誕生過位の理解が

急速に進んでいる。生まれたての:沿い星は強い繁

外線を放射しそれによって屯離された炭素が強い

i卓亦外スペクトノレ線 (C+線)を lH していることが

わかっている。我々は数年来の気球観iilllによって

この c+ 線が天の川 L、っぱいに流れていることを

i叫らかにした。

一方，天の川の中心(銀河中心)には . 1[l，庄，

赤外. X 線などの観測|によって喜子妙な天体(現象)

が次々に発見され，銀問I系の特異点として注目を

1長めている。そこには，太陽系近傍の l 千万倍も

の衝度で星が群がり，ガスやlfJI:.のリングや渦巻に

取り閉まれていることが分かつてきた。また「ぎ

んが」の観測からは l 千万l支もの高溢ガスの存花

することも見出されている。さらに，機々な状況

証拠から，中心の l光年以内に太陽の1∞万倍以上

の質量が詰まっていなければならないとも巧一えら

れている。こんなことから，銀河中心lこはプラ y

クホーノレという魔物が住んでいるのではないかと

考える人もいる。

i卓い宇宙の彼方には.この銀河中心の何万{音.

何百万倍の規模の活動を示す天体(セイフアート

銀河. 1 ェ サ など)も見つかっている。我q

の天の川(銀河系)は最も身近な銀河として細部

に分け入って研究出来る唯一の銀河である。その

意味で，あらゆる「銀河」宇宙研究の代表例とし

て11:重な情報源となっている。

写真煽彩.外山保広 (おくだ・はるゆき)
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A主義之ヲ
」是

aι
凸

フランス小旅行

長谷川典巳

5 月 30 I:Jから l羽 iiii された第 15凶 1£1際 tRNA ワ

クンヨ y プに参加するため，南フランスのアクダ

(Agde) に滞イiニした。ここで tRNA' なる難解(?)

な言葉を少し説明する必要がありそうだ。 tRNA

とは，生物の遺伝暗号を機能発現分子であるタン

パク質へと紛訳する過程でアミノ般を運搬するア

ダプタ一分子である。段近.このtRNA を含むRNA

分子種について画期的な研究の発展があって， R

NA 分子が生命発生の初期l過程で重要な機能高分

子として作用していたと考えられるようになった。

いわゆる "RNAワールド"の考えである。 RNAの

触媒機能(つまりリボザイム)の発見でノーベノレ

化学·uが1989年 Cech と Altman に授与され，こう

言った概念をつくる背景になった。つまり， tRNA

は生命の最も基本的な始版物質であった事が一般

に認められた訳である。

この会議へは ISAS から秘を含めて 3 人.世界

から約 350 人という'1.\1'.大なものであった。会場は

モンペリエの西約 60km の Cap d'Agde で. ヨット

ノ、ーパーと海水浴場のある保養地である。日本で

言えば司油蛮海岸と逗 -f 海岸を合わせたような所

であろうか。ホテノレのプ ルでも海岸でもすでに

泳いでいる人がし、た。地中海気候と言うが，朝夕

には来干の冷え込みも!惑じられたが， 日中はカラ

ッとした日光が II主しく，むしろ若いくらいであっ

た。きて， ij1 心の会議であるが，これと言ったピ

ックトピックスは感じられなかったが，提出され

た論文の数が多く，消化不良気味て"あった。例人

的には，ポスター会場で隣合わせになった発表に

全くと言って良い位向じ内容があって，お互いに

「ギクリ I J , r? ズイ I J , rナンデー I J と，思い

つつ，表面は穏やかな態度であっても心の中では

「ドウンヨウー I J , r コノヤロー I J の本音が心

を駆け巡った。その場はっくり笑顔(仁多分盃

んでいた)で，日Ijれたものの，お互いのデータが

気になってしかたが無し、。気軽に出かけた(つも

リの)ワークンヨップが，いささか気の重いもの

になろうとは予惣もしなかった。

エクスカーションでは行〈場所は知らされてい

たが，その場所がどういう所なのか全く説I !fJが無

<，困ってしまった。 Saint GuilhemIeDesert

と言う名で，至るところ奇岩が従え，突き出た岩

山のふもとにできた小さな町で，参加者の1It'1-をま

とめると，その昔，宗教戦争で敗れた一団が住み

着いた所であるらしいが， n偽のほどは定かでは

ない。その日のディナーは葡初制 II の中にある古い

教会(今は教会としては使われていない)の巨大

な礼拝~:・で行われ司普通ではめったにできない経

験をした。

汽車やノ〈スから見える南フランスの平原は見 i皮

すかぎりの鈎苦 ;j 畑て 1 道路沿いや川の土手に群生

するエニンダの黄色い花が印象的であった。フラ

ンスでは水よりもワインの方が安いと言われるの

も鎖ける。事実スーノマーではワインがーびん 200 円

位からあった。昼食時に出されるワインを.周り

に合わせてお付き合いで飲んでいたら，午後には

酔いがまわって，一時 ~Ii' い霞 i! ましのため近くの海

まで散歩と言う日もあり，朝日は多少我慢せざる

をえな由主った。

会議が終わり，飛行機の関係でパリでまる-I:J

の余裕があったため.ルーヴノレとオノレセ一美術館

に行〈機会をもった。ルーヴノレ美刊 if館は今年で 200

年目と聞いていたが，特別なイベントを計 l血l して

いる様子は見られず rモナリザ」も「ミロのヴィ

ーナス」もいつものままという事らしかった。と

ころどころに「貸し出し中」の紙が見られたが，

貸し出し先が横浜美術館である事に気が付いたの

は，帰国後横浜線の電車の中で広告を見た時であ

る。帰国の日はちょうど皇太子御成婚の直前で，

もしかしたら，成問は厳戒体制(?)と思って多少緊

張していたら，何も無して二かえって疲れがドー

ッと出た次第である。(はせがわ・つねみ)
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_,J0r:- (戸、\
~も号訴宙 DISCOVERY-NASAが考える近い将来

の惑星探査計画について(その 1 )
川口淳一郎

最近宇宙研の 'I' で頻繁にとりあげられるため.

かなりの万がこの計画の名前について 11 にされて

いることでしょう。 DISCOVERY とはスペース

ンャトノレの名前でもありますが.それだけではあ

りません。ここでは NASAが行う小規棋の惑単探

資計画のことを指しています。ただ少々話がや

やこしいのは， NASAが今後心を入れ換えて(1)

小規悦の計画である DISCOVERY 計画に専念す

るというわけではないということです。 DISCOV

ERY計同が注目されていることは事実ですが，全

体像をつかむには現花進行中の計画も一応紹介し

ておかなくてはなりません。

実は DISCOVERY はそんな計画集の中の一つ

にしかす F ません。

パイオニアやヴォエジャーに代表されるいわゆ

る NASAの巨大慾星ミ'/;/ョンは.これまで交正

Jl~ を除〈全ての f惑星の「i卓隔探ftJ を完了して.

この時 1，1)' では太陽系探作に一応の区切j リがついた

といえます。特に金[h，火星には数多くのランダ

を降下させて， rIii!妾探l't J も精力的に行われて

きました。ヴォエジャー以後に NASAが計画した

主な感)0菜食計画としては.ガリレオ，'7ジェラ

ン，'7ーズオプザパ， CRAF(皆 JjJ，ランデプー

小惑星フライパイ)， CASSINI(土星の衛星タイ

タンの直接探干 t ，m函)などがありますが.現イ I'. は

マ ズオフ〆ザーパを J訂去に CRAF がii'fえ， CASS

INI も 1白'滅の危機にあります。その最も大きな程由

は.字社 I 基地計画に支出がかさむ一方で探盆機が

あまりに巨大となって'f~ HJ が膨大になってきたこ

とです。 CRAF や CA SSINI はマリナーマーク H

という白燃椴引 の探作機を開発してコス}の1':'1

)J日をj!IJ えようという努力のもとに計画されたので

すが.実際には依然として巨額の支出が見込まれ

るようになり 'I' 止の危機に直荷するという結来に

終わっています。現花は，特にこれまで惑星探公

では世界に冠たる位置にあった米国の感星科ザ:研

究者にとっては.大きな決断を迫られている時期

でもあります。それは.なお巨大探盆織に悶執し

てまでもlO年20年に一度の機会を待つのか，小規

伎でも/11実にデータのifi fY1 を図るかを選択しなけ

ればならないわけです。

DISCOVERY とはこんな状況が産みだした妥

協の産物であるわけですが，その背景には ESA

がGJOTTO を契機に惑厄探査構恕を進めているこ

とや.宇宙研が「ひてんJ ， GEOTAILで技術的な

能力を帯積し LUNAR-A. PLANET-B といった

月・惑星探盆計画を開始したという事実があるこ

とも儲かです。

DISCOVERYは NASA の SSED (Solar

SystemExplorationDivision) が推進している

計画て二他のいくつかの感星探設計画よりは，か

なり旗色がよいようです。というのも 92 年 4 月に

上院子算委只会で NASAl こ小規模惑星ミッンョン

を行うよう求めた経線があり.米国国内では当分

は巨大ミ y シヨ/は困維であろうとの見方が有力

となっているからです。 DISCOVERY の内谷は

-jill の低コスト必星ミ y ションであって.その目

的は r .n ちとげ頻度を高めて着実なデータの取得

を図ろうとするもの J です。これまでと造って大

ザ・や企業からの参加も受け入れて.社会全体の ?S

Jf，採干 Eに関する認識を高めることも目的のーっと

して拘げられています。その主たる守備範囲は.

木足よりも内 jill] の惑尽に対する科学探脊に限定さ

れていて. I つの採奈機に搭載するのは 3 っかそ

れ以下のペイロードにかぎるというのが基本線と

なっています。これまでの計画と一線を画す意味

で.経質を till えることが積極的に考慮されていて

off-the-shelf の既存技術の利用を前徒とし単純

な形態の費用効栄の高い深査機とすることとなっ

ています。<次号につづく〉

(かわぐち・じゅんいちろう)
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宇宙研リフトオフ前後

下回重敬

早いものて二懐しの宇'山科宇研究所からこちら

に移って約 3 か )J 。

先日は.文''{:的及び美術的著作物の{呆，i!，2に|期す

るベノレヌ条約正義定:咋に|期する先進l司会合(ボン)

へと国際お作t住宅長に同行させてもらい.その if<，

一人て1 今秋点京で|羽{躍するアジア・太、F洋地峡

.r.作権セミナ-1]合せのためにジュネ プに出，;u

してきた。相変わらず.走りながら時々白;ち止ま

って与「えるという状I兄である。

ベノレヌ条約議定古とは，最新の同条約改正から

20数年が経過した今1:1， コンビュータ・プログラ

ムの(札;並や主主計物の権平II，頒布杓=等の諸課脳につ

いて II寺代のJifj l./fに即して適切にハーモナイズす

る必裂があり.設定~，作を作成しその内容の取決め

を行うというものである。

~図では法制度やその弁事項に[射する考え方が

5'1，な札|見Jj車業界・口1休の思惑も区々 ， 1u制{でJ'!I!.

解がや11 々難しく司先進|五|会合では， 「まあ.いろ

いろなよ~J告があるもんだわしりと l嘆き III二弁 z遣し

つつも，己のリスニング能力不足・勉強不足を摘

f悲し r何てこった。もっと頑張らなければJ と "I

成していた次 tn である。

~，えばド出 fiJf時代もいろいろと体験させてい

ただいた。

Iso ，H阿に関連しては.兵£[ーの熱帯夜に朝I }J 4

時まで， ESAの述中と難解.かつ.堂々めぐりの

協議を行い.その後，舞台をフランス，スペイン

に絡し継続したことが懐かしし、。しかし.その

行く末には不安を感じており， f偏に着尖な進捗を

祈っているのは私一人ではあるまい。

SFU~十l耐i では， NASA との問で Liability (加

害賠償消求権)をめぐり.注しのない協議や陳情.

資料作りを繰り返した。文部省の凶際学術I諜.研

究機関説t 会計諜，科学校術庁の下街|井l発課.研

究交流諜，字山l耳i発事業団，通産省の宇宙産業諜.

USEF，外務省の科学識し条約諜， 日米の各大使

館，大J議省の主計局法規課.法制l局， NASAのl五|

際宮1\，輸送部.法令顧問団，一 総勢と'れだけの

人たちの労背が泉秘しているだろうか。(また.さ

すがに700億円を投じるミ y ションだけあって i街

JI~.の liil内輸送や.熱試験等のための11.5序.ガス充填

持可申請等々，よくもまあft 'I~があったものであ

る)とにか仁研究おを始め|比Hf.'f';が一九となっ

て存分な成染を上げられたい。

ビXPRESSdl 画では.遅々として進まないドイ

ツ i問の椴備にやきもきしつつ.漸〈締結なった H

独lii!MOU。しかし.未だ難問Ii 残っている。

BESSdl 画では.断脇のセットパックがあった

が.これはi斬〈関係省の涙の努力が報われ，先)J.

まさに!感無誌の日米交換公文締結。

とにかく.法制度や償問が巣なる他凶との聞の

協定締結とは何と鮒俄なものであろうか。

かつて某先椛が，やはり，本側の/);(1'，'::;を fA似さ

れたときに r まだ. (J己憶が) 'I・々し過ぎて JFけ

んよう J と断っておけ， rfill 々うまい千を巧えつく

なあ」と店、は待，かに !~Iレしていたものだが，在を

進めると.私もいよいよ 'I二々しくなってくる。案

外.編集 I則の仰いはそこかも知れないが

漁業者の協力を得るための!L~+J.阿国への行脚.

能代市住民との協議， [五|際 'j ・市年記念・I:; 業， ,j-・ 7有

料''-'/:啓発ビデオ.特別研究学'F.の B課題等i'tifi な体

験は数え上げればキリがない。特に.特|孟|旅行は

圧巻で，テレパシーという A· ディスコにおける

珍が件は.いつまでたっても可笑しさが込みト.げ

てくる(詳しくは高橋係長に)。ー }j， "?ドリード

ZE泌からホテルの 71"ーに 3 f古もの料イむを巻き

トーげられたことは，いつまでたっても悔しさが込

みトーげてくる。

'j~:'rti研の方々は，第日期計酬の策定や. M-Vの

|羽発，検討中/進行中のミッションの準備等.相

変わらずフル回転で健闘されていると思いますが，

どうか.御健康に留意され.楽しく御前総される

ようお祈 IJ 放します。

また.紙面を借りて，お世話になった皆様方に

厚くお札を申し上げます。

(文化庁荷作権謀国際著作権宅. しもだ・しげゆき)
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